
委員に任用される前後

●３月末に、オンラインで全体の説明を行った。

・「東京都子供・子育て会議」がどのような会議か、なぜ子供・
若者委員が会議に参加することになったのかを説明した。

・参加するうえで不安なことや、必要な配慮を聞いた。

・会長・副会長を委員同士で選ぶことは、書面で行うと前もって

伝えた。

●都の相談・連絡先を一つにまとめた。

会議が始まる前

●開催時期の希望を先に確認した。

（平日の夜や、夏休みの時期など）

●７月に、オンラインで事前の説明を行った。

・当日初対面で緊張しないように、会長・副会長と顔合わせを行った。

・当日の進め方や議題について、説明・相談を行った。

（指名して発言するか、話すテーマを決めるかなど）

●当日、始まる前に会長・副会長と雑談する時間を設けた。

会議の進め方

●話し合いのルールを決めた。

・会議の進め方についても意見を言うことができ、

より参加しやすい会議になるよう、全員で改善

●委員も職員もできるだけスーツは避けて、カジュアルな服装

などで参加

●専門用語や難しい表現は避け、わかりやすく資料を作成した。

●座席の配置を工夫した。

・職員の参加は最小限にして、圧迫感を減らした。

・会長・副会長の近くの席にして、サポートできるようにした。

会議が終わった後

●参加した感想を聞いて、次回の会議をよりよくするために

活用する。

●他の委員からの意見やアドバイスも、改善の参考にする。

●会議中に言えなかったことは、後日あらためて意見を

出せるようにする。

●意見は大切に検討し、どのように活かされたか、活かせ

なかった場合はその理由もできるだけ分かりやすく伝える。

（デザイン・イラストは生成ＡＩにより作成）

子供・若者の委員が参加しやすくするための工夫 資料４
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